








1.はじめに 

 心身障害児のニーズの多様化に対して,通園施設がどのように対応できるかを,精神薄弱

児通園施設の機能拡大を試みながら実践研究を行ってきた。専門施設の機能をいわゆる定

員で決められている措置児の子ども達だけでなく,措置外の在宅の子ども達へどうサービ

スを拡大できるかが重要な課題となる。 

 また,ボランティア活動への受入れの取りくみは,施設機能の拡大(職員では出来きれな

い所をカバーする）という意味と市民交流への具体的な場の提供という2つの側面がある。 


